
Ⅰ．　は　じ　め　に

　近年，飛躍的な技術の進展により治療効果が向上
している放射線治療は現在，県内 21 施設で実施され
ているが，放射線治療専門医や医学物理士，放射線
治療専門技師，放射線治療専門看護師など専門ス
タッフの不足が指摘されている。手術，化学療法，
放射線療法を組み合わせた集学的治療により，がん
医療を推進するためには，実施施設が限定される放
射線治療の専門スタッフの確保・育成とともに，高
額な治療機器の効率的な運用なども含めた総合的な
対策が必要となっている。
　これらの問題点を解決するために，平成 27 年度秋
には広島駅前に「広島がん高精度放射線治療セン
ター」が開設予定である。本センターを効率的に運
用してゆくためには，県，市，医師会，広島市民病
院，県立広島病院，広島原爆・赤十字病院，広島大
学病院の 7者と，県内のすべてのがん拠点病院での
放射線治療連携体制の構築が重要な課題である。ま
た，この目的実現のために，平成 24 年 10 月より平
成 27 年 3 月まで，広島大学大学院に広島県よりの寄
附講座「放射線治療連携学」が開設された。

Ⅱ．　平成 26 年度の成果

　平成 26 年度には，平成 26 年 11 月 10 日と平成 27
年 3 月 9 日とに 2回特別委員会を開催し，県内の放
射線腫瘍医，医学物理士，診療放射線技師，放射線
治療専門看護師，医師会委員，県市事務方の委員が
会合を行った。その中で，1．放射線治療に関する施
設連携について，2．高精度放射線治療センターへの
患者紹介手順について，3．放射線治療に関する実態
調査について，4．放射線治療連携学講座の実績につ
いて，検討した。
　まず高精度放射線治療センターで治療対象となる
ことが予測される疾患としては，前立腺癌や肺癌，
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肝臓癌，脳腫瘍，乳癌，頭頸部癌，などが考えられ
た。そのため平成 26 年度には，前立腺癌，肺癌，乳
癌，頭頸部癌において，4病院の各診療科担当医を
中心とした臓器別ワーキンググループを立ち上げ，
患者紹介基準などについて検討した。
　次に県内放射線治療の実態調査を行った。（資料 1
参照）。2009－2013 年の経年推移を調査した結果，
放射線腫瘍医数は漸増であったが，放射線技師数や
放射線治療担当看護師数には増加が見られた。総治
療患者数はほぼ横ばいで，乳癌と前立腺癌が漸減し，
肺癌が漸増した。脳転移と肺転移はほぼ横ばいで
あった。体幹部定位照射数は増加したが強度変調放
射線治療数は減少した。
　最後に寄附講座の実績を報告した。詳細は，資料
2の添付報告書を参照いただきたい。
　また，昨年度の提言に盛り込まれた医学物理士の
定員化，放射線治療技師の専任化および専任放射線
治療担当看護師の配置が重要課題として，再確認さ
れた。医学物理士においては，広島大学病院で平成
27 年 4 月より 1名の病院助教での雇用が実現した。

Ⅲ．　今後にむけて

　今後の課題としては，いよいよ目前に迫った高精
度放射線治療センターの運用を視野に入れた，県，
市，医師会，広島市民病院，県立広島病院，広島原
爆・赤十字病院，広島大学病院の 7者はもとより，
県内のすべてのがん拠点病院での放射線治療連携体
制の構築と各地域および県域における医療連携体制
の構築を図る必要がある。
　また，高精度放射線治療センターが運営開始した
後には，より質の高い放射線治療の実現に向けた人
材の育成方策の検討（放射線治療専門医，医学物理
士，専門看護師，専門技師）を行う必要がある。特
に医学物理士については，広島大学病院以外の県内
の公的病院では未だ正式雇用されてはいない。今後
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の定員化にむけて，さらなる取り組みの重要性が考
えられる。
　寄附講座の成果と，本委員会による提言が今後，

県，市，医師会，大学などの関係者が具体的な取組
みを行うにあたり有効な示唆を与えることを期待し
ている。
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平成 27 年３月 
 
 

放射線治療連携学講座実績最終報告書抜粋 
          
 
放射線治療連携学講座では、寄附講座設置の主旨に従い以下の 4つのテーマに関する活動

を行なった。 

１． 高精度放射線治療に関する教育・研究について 

２． 放射線治療を適切に実施するために品質管理や治療計画の最適化を

担う医学物理士の職務の確立と養成に向けた教育・研究 

３． 広島県内における高精度放射線治療に習熟した放射線腫瘍医の確

保・育成のあり方に関する調査・研究 

４． 広島県内における放射線治療の水準向上と標準化（均てん化）及び

医療施設の機能分担・連携により効率的に医療を提供できる体制の

整備に関する調査・研究 

以下に平成 24 年 10 月１日の寄附講座設置から平成 27 年２月末までの実績を示す。 

 
 
１．高精度放射線治療に関する教育・研究について 

(ア) 教育 
平成２４年度から広島大学大学院医歯薬保健学研究科に設置された修士課程医歯

科学専攻の中に，医学物理分野で活躍できる人材を養成する新しいコースとして医

学物理士コースが新たに設置されたが、これまでに 2 名が修士課程を終了している。

また、平成 26 年度から医歯薬学専攻（博士課程）でも医学物理士を希望する学生の

受入を開始した。現状で、修士課程 4 名、博士課程 3 名の計 7 名の大学院生が在学

中である。平成 27 年度については、修士課程の入学試験に 1 名、博士課程の入学試

験に 4 名が合格し、入学予定となっている。 
 
① 平成 25 年度から広島大学大学院医歯薬保健学研究科の医学物理士コース（修

士課程）が医学物理士認定機構認定医学物理教育コースとなった。全国の主

要大学がこの認定を受けており、中四国地区では、広島大学が唯一認定を受

けている。本コースの修了者は医学物理士認定における医学物理士業務の必

要経験年数への優遇措置を受けられるため、今後、継続的な入学希望者が期

待できる。（平成 27 年 2 月末現在）平成 26 年度までは、毎年更新の条件付き

資料　2
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認定であったが、これまでの実績が認められ平成 27年度から本認定となった。 
② 平成 25 年度に修士課程を終了した 2 名は医学物理士認定を取得した。 
③ 平成 24 年度から稼働している中国・四国地区 10 大学（基幹校：岡山大学）

による合同事業「中国・四国高度がんプロ養成基盤プログラム」である「が

んプロフェッショナル養成基盤推進プラン」に参画し，小澤寄附講座准教授

は広島大学の医学物理士養成コース WG リーダーとして医学物理士養成を推

進した。また、医学物理士養成コースの海外研修コーディネータとして、平

成 26 年 2 月 10 日〜13 日に米国のフロリダ大学への研修および、平成 27 年

2月 23日〜25日にカナダのサニーブロックヘルスケアセンターへの研修を取

りまとめた。 
④ 県立皆実高校でがん医療に関する講義を企画・開催 

県内の高校生へのがんに関する出張講義を通じて、今後若年層へのがん教育

の基盤を構築した。 
看護専攻科２年生、２０１４年８月１日 8:50～10:40 講師：永田靖 
衛生看護科３年生、２０１５年３月９日 8:50～10:40 講師：永田靖、宮

下美香 
⑤ 高精度放射線治療を実際行うためには物理学的な基礎知識が重要であるため、

若手放射線治療医を対象に物理学的知識習得を目的とした毎週２時間程度の

講義を行った。 
⑥ 平成 24 年度に備品購入した治療計画装置を使用して、学生および医療スタッ

フ向けの治療計画教育を実施した。 
⑦ 平成 24 年度より、医学部 4 年の医学研究実習を受け入れ毎年 10 月から 1 月

までの 4 ヶ月間、放射線腫瘍学講座と高精度放射線治療における研究指導を

行った。 
(イ) 研究 

① 高精度放射線治療の品質管理システムの開発 
1. タブレット端末によるオンライン品質管理システムの開発を行った。こ

の研究は，広島県内の IT 企業との共同研究（研究代表者：小澤）で行い，

本学の役割は、放射線治療品質管理システムにおけるアルゴリズムの提

供、企画・監修、品質管理である。本システムにより、寄附講座のテー

マの一つである「広島県内における放射線治療の水準向上と標

準化（均てん化）及び医療施設の機能分担・連携により効率

的に医療を提供できる体制の整備」への貢献が期待できる。  
2. 「放射線治療機器の照射パラメータ確認ソフトウエア」及び「放射線治

療機器出力計測補助ソフトウエア」、「DICOM RT Viewer」を完成させ、

広島大学発ベンチャーRTQM システム株式会社で販売開始した。 
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3. 放射線治療における多施設臨床試験の物理的品質管理を目的とした画像

誘導放射線治療（IGRT）管理用オリジナルファントムを作成し、外部施

設への訪問測定を実施し、IGRT における位置照合精度の計測手法を確立

した。 
4. JCOG（Japan Clinical Oncology Group）の医学物理 WG に参加し、

JCOG1408（研究代表者：広島大学・永田靖）のプロトコール作成およ

び物理的品質管理を行っている。 
 

(ウ) 講演会・公開講座を通じて高精度放射線治療についての地域住民への啓発活動 
① 県民公開講座 

1. 平成 26 年 2 月 16 日：県民公開講座「放射線の医療への貢献―がん放射

線治療の最前線―」において、小澤寄附講座准教授がパネリストとして

講演を行った。参加者数 902 名。 
2. 平成 27 年 2 月 15 日：広島がん高精度放射線治療センター～県民公開シ

ンポジウム～の『広島がん高精度放射線治療センターがつくる がん医

療の新しいかたち』に小澤寄附講座准教授がパネリストとして講演を行

った。参加者数 909 名。 
 

２．放射線治療を適切に実施するために品質管理や治療計画の最適化を担う

医学物理士の職務の確立と養成に向けた教育・研究  
(ア) 全国の医学物理士、医学物理士を目指す方を対象とした放射線治療の

シミュレーション計算（モンテカルロ計算プログラム PHITS）に関す

る講習会を広島大学霞キャンパスで開催しており、延べ 131 名の参加

をいただいていた。  
(イ) 医学物理士の職務確立 

広島県立広島がん高精度放射線治療センターでの医学物理士業務に関する職種別

業務の内容の策定を行った。 
 

３．広島県内における高精度放射線治療に習熟した放射線腫瘍医の確保育成

のあり方に関する調査・研究  
(ア) 育成プログラムについて  

① 広島大学病院放射線治療科にて施行されている高精度放射線治療の実際

についてカンファレンス等を通して把握・分析した。さらに、実臨床にお

いて高精度放射線治療計画に積極的に参画し、臨床応用されている高精度

放射線治療の適応やその治療反応、有害事象出現頻度等の把握に努めた。 
② 個々の症例において高いレベルでの高精度放射線治療の計画および運営
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が安全に行われており、実臨床への応用もある程度達成されていた。他科

からの高精度放射線治療の需要も増しており、高精度放射線治療の認知度

の高まりを感じている。ただし、一方で未だに計画作成には数名の医師が

多大な時間を割いて完成させている状況であり、放射線治療医の増員、さ

らに若手医師に対する高精度放射線治療の計画立案への積極的な参加、技

術的な知識等の教育がやはり重要と思われる。 
③ 今後も調査を継続し、高精度放射線治療に習熟した放射線腫瘍医の指導体

制の構築・強化を検討する。 
(イ) 広島が放射線治療医に選ばれる魅力ある地域となるための活動 

① 平成 24 年度から稼働している中国・四国地区 10 大学（基幹校：岡山大学）

による合同事業「中国・四国高度がんプロ養成基盤プログラム」である「が

んプロフェッショナル養成基盤推進プラン」に参画し，がん専門医養成コー

スの中で放射線治療専門医の育成を推進している。（広島大学がんプロホーム

ページ http://home.hiroshima-u.ac.jp/ganpro/） 
② さらに地域の研究会や県内外および国際学会にて積極的に技術的および臨床

的な高精度放射線治療の実際を報告し、広島で高精度放射線治療を強く推進

している現状を広く世間に公開している。 

 
４．広島県内における放射線治療の水準向上と標準化（均てん化）及び医療

施設の機能分担・連携により効率的に医療を提供できる体制の整備に関

する調査・研究  
(ア) 需要予測と供給体制 

平成 24 年度から広島県地域保健対策協議会・放射線治療連携推進特別委員会の委

員として小澤が参加し、県内における放射線治療の需要と供給の体制について検

討を行っている。 
(イ) 県内医療施設間連携体制のあり方に関する活動 

寄附講座の趣旨を活かした活動を行うため、オンライン品質管理シス

テムによる県内放射線治療施設の品質管理連携を行うため、広島県商

工労働局の支援を受け（研究代表者：広島大学・永田靖）、広島大学

発ベンチャーである RTQM システムを県内の病院（大学病院、県病院、

市民病院）にて試験導入を行い、地域連携による放射線治療の品質管

理に関する結果をまとめた。  
(ウ) 専門スタッフの人材育成等 

前項１、２、３参照。 
(エ) 広島県立広島がん高精度放射線治療センターの整備 

① 広島県及び４基幹病院と協力し、広島県立広島がん高精度放射線治療センタ
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ーにおける人員体制や治療装置の選定に関する検討を行った。平成 26 年度か

ら、土井寄附講座助教も各種委員会に参加した。 
② 各臓器別の治療方針の策定として、臓器別検討会議における治療方針や紹介

ルールに関する検討を行った。 
③ 各職種の役割分担を含め、業務のワークフローの最適化を行った。 
④ 建設業者との建屋に関する会議に出席し、設備に関する検討を行った。 
⑤ 県内４病院の医療システム担当者と協力し、放射線治療情報を県内の病院で

放射線治療情報を共有するための放射線治療情報システムに関する検討を行

い、広島県健康福祉局がん対策課、医療コンサルタント、情報システムに関

する選定業者、と共に、4基幹病院との画像情報ネットワーク整備に関する検

討と調整を行った。 
⑥ ４基幹病院の連携共同事業として位置づけられる広島県立広島がん高精度放

射線治療センターの情報システムは、患者情報のみならず、医療画像、放射

線治療計画データを含む医療情報を共有する仕組みであり、医療施設間連携

に欠かせない要素である。また、遠隔地からの品質確保の確認などへの更な

る可能性を含んでおり、今後も継続して地域連携を推進していくべきである

と考える。 
 

以上 
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委員長　永田　　靖　広島大学大学院医歯薬保健学研究院
委　員　伊東　　淳　安佐市民病院
　　　　岩波由美子　広島大学病院
　　　　大野　吉美　広島大学病院
　　　　小澤　修一　広島大学大学院医歯薬保健学研究院
　　　　樫本　和樹　市立三次中央病院
　　　　柏戸　宏造　広島赤十字・原爆病院
　　　　金光　義雅　広島県健康福祉局がん対策課
　　　　菊間　秀樹　広島県健康福祉局
　　　　桐生　浩司　ＪＡ広島総合病院
　　　　桑原　正雄　広島県医師会
　　　　権丈　雅浩　広島大学病院
　　　　小林　　満　福山市民病院
　　　　高澤　信好　ＪＡ尾道総合病院
　　　　豊田　秀三　広島県医師会
　　　　中島　健雄　広島大学病院
　　　　長村　博之　広島市健康福祉局保健部保健医療課
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　藤田　和志　東広島医療センター
　　　　松浦　寛司　広島市民病院
　　　　村上　祐司　広島大学大学院医歯薬保健学研究院
　　　　山本　道法　呉医療センター・中国がんセンター
　　　　山田　　聖　広島県健康福祉局がん対策課
　　　　吉崎　　透　広島市民病院
　　　　和田崎晃一　県立広島病院
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